
九
星
と
易
断
に
よ
る

八
月
・
九
月
の
運
勢

気
学
で
は
申
の
八
白

八
月
七
日
（
立
秋
）
節
入

気
学
で
は
酉
の
七
赤

九
月
七
日
（
白
露
）
節
入

七
月
の
集
中
豪
雨

七
月
の
気
温
は
三
十
九
度

を
超
え
、
四
十
度
に
迫
る
。

猛
暑
の
中
に
身
を
潜
め
て
い

る
毎
日
で
す
が
、
七
月
二
十

五
日
、
山
形
酒
田
方
面
に
大

雨
特
別
警
報
が
出
て
、
テ
レ

ビ
報
道
で
は
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
の

こ
と
。
そ
の
通
り
の
結
果
で
、

２
２
９
ミ
リ
の
降
雨
で
、
地

元
の
古
老
は
６
９
年
間
、
初

め
の
体
験
と
い
う
。

大
雨
か
ら
河
川
の
増
水
氾

濫
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
占

的
は
大
雨
の
成
行
き
被
害
に

つ
い
て
で
す
。

得
卦
は
「
水
天
需
の
上
六
」

爻
辞
は
「
穴
に
入
る
。
招
か

ざ
る
客
三
人
来
た
る
」
。

需
卦
は
降
雨
で
あ
り
、
予

期
し
て
い
な
い
状
況
が
三
点

あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
卦
で
は
お
見
舞
い
と
共
に
、

修
復
は
比
較
的
に
要
領
よ
く

処
置
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

八
月
の
豪
雨
は
「
沢
水
困

の
九
二
」
。
象
は
雲
上
か
ら

散
水
す
る
の
で
西
か
ら
北
方

の
地
域
に
危
険
が
追
い
か
け

る
意
が
あ
り
ま
す
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

雷
地
予
六
二

九
月
筮―

震
為
雷
九
四

八
月
の
猛
暑
を
凌
ぎ
心
身

が
安
ら
ぐ
。
仕
事
は
過
重
に

な
ら
ず
一
息
つ
く
。
家
庭
は

変
わ
ら
ず
安
心
。
金
銭
は
紐

を
つ
け
無
難
に
い
く
。
愚
痴

を
言
わ
ず
我
慢
と
体
調
余
力
。

九
月
は
日
常
生
活
を
改
め

る
。
私
物
の
整
理
や
断
捨
離

を
す
る
。
仕
事
は
地
味
。
人

に
頼
ら
な
い
。
家
庭
は
円
満

だ
が
口
に
気
を
つ
け
る
。
体

重
は
重
い
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

火
山
旅
六
二

九
月
筮―

天
地
否
九
四

八
月
は
雑
多
な
用
事
多
く
、

忙
し
く
気
遣
う
。
仕
事
で
は

頼
れ
ず
一
人
で
汗
を
か
く
。

家
具
や
電
化
品
の
故
障
に
用

心
。
内
密
事
は
碌
な
事
な
い
。

風
に
腰
痛
が
伴
い
や
す
い
。

九
月
は
肩
の
荷
を
す
っ
き

り
さ
せ
た
い
。
仕
事
は
見
通

し
が
付
く
が
下
旬
の
予
定
は

変
わ
る
。
親
子
の
密
度
は
高

い
。
出
費
あ
り
。
心
気
亢
進

に
留
意
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

風
火
家
人
九
五

九
月
筮―

天
火
同
人
初
九

八
月
は
平
穏
運
。
諸
事
気

に
な
る
が
、
急
が
ず
に
待
つ
。

家
事
は
家
長
の
指
示
に
従
う
。

仕
事
で
は
相
互
不
信
を
正
し

て
決
め
る
。
健
康
変
わ
ら
ず
。

九
月
運
は
大
き
く
動
か
ず

小
さ
く
動
く
。
仕
事
は
上
司

に
合
わ
せ
る
協
調
心
が
大
事
。

親
子
は
絆
を
強
め
る
が
夫
婦

は
愛
を
結
ぶ
。
足
腰
を
守
る
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

水
風
井
九
五

九
月
筮―

雷
風
恒
九
二

八
月
は
前
月
の
難
事
か
ら

落
ち
着
く
。
当
た
り
障
り
が

な
く
安
心
。
仕
事
軽
く
余
力

あ
り
。
家
事
は
乱
雑
に
終
わ

る
。
も
し
も
禍
あ
れ
ば
福
と

変
わ
る
の
で
無
事
。
金
運
平

凡
、
体
調
回
復
。

九
月
。
前
三
か
月
の
曲
折

は
軌
道
に
戻
る
の
で
無
難
。

仕
事
は
伸
び
悩
ん
で
丁
度
よ

い
。
私
事
で
は
予
期
し
な
い

連
絡
。
ぎ
っ
く
り
腰
に
用
心
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

沢
水
困
九
五

九
月
筮―

火
地
晋
六
五

八
月
は
平
穏
と
思
わ
れ
た

が
意
外
な
変
化
に
臨
機
応
変

に
処
理
。
仕
事
は
手
一
杯
で

現
状
維
持
を
守
る
。
日
常
で

う
っ
か
り
失
念
。
油
断
大
敵
。

財
布
と
心
身
、
お
大
事
に
。

九
月
は
何
か
と
自
重
し
な

が
ら
進
め
る
。
仕
事
は
終
わ

り
が
肝
心
と
手
を
抜
か
な
い
。

交
渉
仲
介
な
ど
物
別
れ
と
金

員
は
自
重
。
目
や
鼻
の
消
耗

あ
り
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

地
天
泰
上
六

九
月
筮―

水
地
比
六
二

八
月
は
猛
暑
に
気
が
滅
入

る
が
上
手
に
体
調
を
維
持
。

仕
事
は
拘
ら
ず
ゆ
っ
く
り
仕

上
げ
る
。
若
手
は
出
る
杭
打

た
れ
る
の
で
謙
虚
に
。
入
り

用
金
と
体
調
の
回
復
を
図
る
。

九
月
は
順
調
運
で
懸
案
の

問
題
は
解
消
。
仕
事
は
予
定

通
り
の
作
業
で
有
益
。
家
庭

に
喜
び
と
金
銭
の
守
り
を
固

め
る
。
食
欲
あ
れ
ば
安
心
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

艮
為
山
初
六

九
月
筮―

風
天
小
畜
上
九

八
月
は
厳
し
い
猛
暑
の
中

に
も
涼
風
あ
り
。
仕
事
は
下

旬
に
思
い
が
け
ず
の
喜
び
が

舞
い
込
む
。
ま
た
人
の
世
の

儚
さ
を
感
じ
た
り
と
心
が
動

く
が
心
身
穏
や
か
な
と
き
。

九
月
は
公
私
に
用
事
が
多

く
、
忙
し
い
。
仕
事
は
繰
り

返
し
が
続
く
。
私
事
で
気
に

な
る
問
題
は
残
し
て
お
く
。

金
運
正
し
く
体
調
整
え
る
心

が
け
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

沢
水
困
六
三

九
月
筮―

天
地
否
九
五

八
月
は
中
宮
で
何
か
と
忙

し
い
が
猛
暑
の
た
め
一
休
み
。

仕
事
は
停
滞
気
味
。
家
庭
で

は
改
善
案
、
家
族
の
絆
を
守

る
。
今
後
の
希
望
を
叶
え
る

努
力
吉
。
風
邪
に
用
心
。

九
月
は
活
気
が
出
て
目
標

の
達
成
に
近
づ
く
。
青
年
は

志
望
を
高
く
。
仕
事
熱
心
で

よ
い
が
自
己
流
を
避
け
、
和

を
求
め
る
。
足
腰
痛
に
注
意
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

八
月
筮―

天
水
訟
初
六

九
月
筮―

地
風
升
九
三

八
月
の
運
気
は
天
を
見
る
。

チ
ャ
ン
ス
は
下
旬
に
あ
る
の

で
期
待
含
む
。
炎
暑
に
勝
て

な
い
が
静
か
に
心
を
癒
や
す
。

お
盆
の
墓
参
り
や
帰
省
の
場

合
は
人
間
味
に
感
動
受
け
る
。

九
月
は
慎
重
に
。
自
信
は

あ
る
が
強
気
に
出
る
と
ト
ラ

ブ
ル
招
く
。
誤
解
と
口
難
、

安
請
け
合
い
の
失
敗
と
散
財

に
用
心
。
夏
バ
テ
対
策
を
。
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安
齋
美
佐
先
生

五
月
二
十
五
日
（
土
）
足

立
区
勤
労
福
祉
会
館
に
お
い

て
、
有
宵
会
の
定
期
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
宗

昡
先
生
の
司
会
の
も
と
、
金

原
玄
周
先
生
、
福
田
有
宵
先

生
に
よ
る
人
相
学
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
相
の
基
礎

「
三
停
論
」

金
原
玄
周
先
生

今
日
は
石
本
有
孚
（
い
し

も
と
ゆ
う
ふ
）
先
生
の
人
相

学
に
つ
い
て
、
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

十
五
年
ほ
ど
前
に
大
阪
に

赴
任
す
る
機
会
が
あ
り
、
福

田
先
生
に
石
本
先
生
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
ご
縁
で
、

約
三
年
間
、
教
室
に
通
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

人
相
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
三
形
質

三
停
論
の
話
に
入
る
前
に
、

顔
の
形
の
種
類
か
ら
話
を
進

め
ま
す
。
逆
三
角
型
、
四
角

型
、
丸
型
の
三
つ
の
形
を
基

本
と
し
、
特
徴
を
み
ま
す
。

逆
三
角
型
の
人
は
、
弱
く

繊
細
な
内
面
を
も
つ
。
体
を

動
か
す
の
が
苦
手
。
空
想
型
、

不
実
行
型
の
タ
イ
プ
。
頭
の

回
転
は
速
い
が
、
人
付
き
合

い
は
苦
手
。

四
角
型
は
、
顔
型
も
体
つ

き
も
筋
肉
質
、
内
面
も
肉
感

的
で
パ
ワ
ー
が
あ
る
。
行
動

力
、
実
行
力
、
生
活
力
の
最

も
旺
盛
な
顔
型
。
積
極
的
に

テ
キ
パ
キ
と
す
る
が
、
考
え

る
の
は
苦
手
な
と
こ
ろ
も
あ

る
。丸

型
は
、
行
き
渡
っ
た
栄

養
が
豊
か
さ
と
和
を
体
現
す

る
。
「
実
行
型
」
の
四
角
型

や
「
不
実
行
型
」
の
逆
三
角

型
の
間
。
四
角
型
に
も
逆
三

角
型
に
も
片
足
ず
つ
踏
み
入

れ
た
よ
う
な
性
格
で
円
満
型
、

要
領
型
と
言
わ
れ
る
。
対
人

関
係
が
上
手
だ
が
、
ち
ゃ
ら

ん
ぽ
ら
ん
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

極
端
な
逆
三
角
型
、
四
角
型
、

丸
型
と
い
う
の
は
な
か
な
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
必
ず
皆
さ

ん
、
ど
ん
な
方
で
も
こ
の
特

徴
を
少
し
ず
つ
持
っ
て
い
て
、

こ
れ
ら
の
混
合
型
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
三
停
論

顔
を
大
き
く
三
つ
に
分
け

る
の
が
三
停
論
の
基
本
で
す
。

髪
の
生
え
際
か
ら
眉
間
の
真

ん
中
ぐ
ら
い
ま
で
が
「
上
停
」
、

眉
間
か
ら
鼻
の
頭
ま
で
が

「
中
停
」
、
鼻
か
ら
あ
ご
の

先
ま
で
が
「
下
停
」
に
な
り

ま
す
。

「
上
停
」
は
知
性
や
知
恵
、

先
祖
・
両
親
、
目
上
の
人
た

ち
と
の
縁
、
持
っ
て
生
ま
れ

た
宿
命
的
要
素
な
ど
。

「
中
停
」
は
意
思
の
力
や
活

力
、
社
会
と
の
関
わ
り
、
決

断
力
や
実
行
力
。

「
下
停
」
は
愛
情
や
人
情
と

い
っ
た
感
情
や
情
緒
に
関
す

る
こ
と
、
子
供
運
、
家
庭
運
、

住
居
運
、
部
下
や
後
輩
、
地

位
な
ど
。
（
※
三
停
の
説
明
、

「
占
い
大
全
」
か
ら
引
用
）

そ
れ
ぞ
れ
の
肌
の
状
態
、
色

つ
や
、
肉
付
き
、
弾
力
な
ど

を
見
な
が
ら
、
ト
ー
タ
ル
で

判
断
を
し
ま
す
。

上
停
、
中
停
、
下
停
の
別

の
言
い
方
と
し
て
は
、
「
天

停
」
「
人
停
」
「
地
停
」
と

い
う
も
の
も
あ
り
、
ま
た
意

味
合
い
と
し
て
も
、

上
停
は
心
性
質
で
あ
り
、

「
知
」
の
部
分
で
あ
り
、
若

年
運
で
二
十
五
歳
位
ま
で
。

中
停
は
筋
骨
質
で
あ
り
、

「
意
」
の
部
分
で
あ
り
、
中

年
運
で
二
十
五
～
四
十
五
歳

位
ま
で
。

下
停
は
栄
養
質
で
あ
り
、

「
情
」
の
部
分
で
あ
り
、
晩

年
運
四
十
五
歳
以
降
を
示
し

て
い
ま
す
。

石
本
先
生
の
教
室
で
は
、

眉
間
の
部
分
、
い
わ
ゆ
る

「
印
堂
」
を
「
命
宮
」
と
呼

び
、
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
し

た
。ま

た
、
三
停
論
を
用
い
て

の
運
勢
判
断
法
の
例
え
の
一

つ
と
し
て
、
顔
を
会
社
組
織

と
し
て
お
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

製
造
メ
ー
カ
ー
で
言
う
と
、

上
停
は
設
計
図
を
か
く
、
ア

イ
デ
ア
が
ひ
ら
め
く
と
こ
ろ
。

中
停
は
設
計
図
を
基
に
商
品

を
製
造
し
、
作
っ
た
も
の
を

販
売
す
る
と
こ
ろ
。

下
停
は
売
っ
た
こ
と
で
成

果
を
得
る
、
つ
ま
り
入
っ
て

き
た
お
金
を
蓄
え
る
金
庫
の

よ
う
な
と
こ
ろ
。

命
宮
は
、
上
停
で
ひ
ら
め

い
た
ア
イ
デ
ア
か
ら
売
り
方

を
考
え
る
部
分
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
も
命

宮
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

い
う
説
明
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。や

は
り
会
社
組
織
と
い
う

の
は
全
部
の
部
署
が
バ
ラ
ン

ス
よ
く
ま
わ
っ
て
い
か
な
い

と
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

と
同
じ
よ
う
に
顔
を
見
れ
ば
、

ど
の
部
分
に
特
徴
が
あ
り
、

ど
の
部
分
が
弱
い
か
と
い
う

と
こ
ろ
が
読
み
取
れ
る
の
で
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は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
顔
の
形
で
説
明

し
ま
す
と
、
例
え
ば
逆
三
角

型
の
場
合
、
ア
イ
デ
ア
を
出

す
の
は
非
常
に
得
意
だ
け
れ

ど
、
商
品
の
製
造
や
販
売
す

る
と
こ
ろ
は
弱
い
。
な
お
か

つ
販
売
す
る
と
こ
ろ
が
弱
い

の
で
お
金
も
た
ま
ら
な
い
か

ら
、
や
は
り
下
停
の
あ
ご
の

部
分
が
細
く
な
っ
て
い
る
と
。

四
角
型
の
場
合
は
良
い
ア

イ
デ
ア
も
出
す
し
、
製
造
ラ

イ
ン
も
し
っ
か
り
し
て
い
る

し
、
販
売
も
良
い
た
め
、
お

金
も
し
っ
か
り
蓄
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
非
常
に
バ
ラ
ン

ス
が
良
い
会
社
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
全
て
う
ま
く
ま
わ
っ

て
い
る
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
会

社
と
い
う
の
は
、
今
の
状
況

に
満
足
し
て
い
ま
す
の
で
、

堅
実
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

ち
ょ
っ
と
発
展
が
な
い
か
も

し
れ
な
い
と
読
み
取
れ
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

丸
型
の
場
合
は
上
の
方
が

ち
ょ
っ
と
狭
く
て
、
真
ん
中

が
充
実
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
商
品
の

ア
イ
デ
ア
よ
り
も
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く

取
っ
て
、
そ
こ
そ
こ
の
商
品

で
も
、
う
ま
く
売
る
こ
と
が

で
き
る
。
会
社
と
し
て
は
安

定
し
て
い
る
け
れ
ど
も
良
い

商
品
が
な
い
の
で
、
そ
の
部

分
で
将
来
性
に
は
少
し
不
安

が
あ
る
。
丸
型
の
人
は
そ
う

い
う
運
勢
で
あ
る
と
い
う
よ

う
な
見
方
で
置
き
換
え
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

●
三
停
論
：

一
生
の
運
勢
を
み
る

ま
た
、
三
停
論
で
一
生
の

運
勢
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
非
常
に
簡
単
で
、
上
停

は
初
年
運
、
中
停
は
中
年
運
、

下
停
は
晩
年
運
と
見
ま
す
。

逆
三
角
型
の
顔
の
場
合
は

非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、
上

停
は
非
常
に
広
く
て
下
停
に

な
る
ほ
ど
だ
ん
だ
ん
先
細
り

し
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

初
年
運
は
良
い
が
、
晩
年
運

が
悪
い
と
い
う
よ
う
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
方
、
四
角
型
の
場
合
は
、

上
か
ら
下
ま
で
同
じ
幅
で
あ

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
見
る
と
、

平
均
し
た
運
を
持
っ
て
い
る
。

丸
型
は
中
停
の
部
分
が
ふ
っ

く
ら
し
て
い
て
、
下
停
の
部

分
も
一
応
ふ
っ
く
ら
し
て
い

る
の
で
、
中
年
が
一
番
良
く
、

次
に
晩
年
が
良
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
う
い
っ
た
形
で
、
そ
の

人
が
ど
の
年
代
で
特
徴
的
に

活
躍
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

石
本
先
生
の
鑑
定
で
は
、

三
停
を
見
て
顔
の
欠
点
を
知

り
、
ど
う
対
処
す
る
か
ど
う

生
き
る
か
を
知
っ
て
く
だ
さ

い
と
。
お
客
様
の
ど
こ
に
特

徴
が
あ
っ
て
、
長
所
、
短
所

が
あ
っ
て
と
い
う
と
こ
ろ
を

見
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

手
段
の
一
つ
と
し
て
人
相
が

非
常
に
有
効
で
あ
る
、
と
。

皆
さ
ん
、
お
客
様
な
ど
の

相
談
を
受
け
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
目

的
の
一
つ
と
し
て
、
よ
り
良

い
晩
年
を
お
客
様
に
送
っ
て

も
ら
う
た
め
に
、
ど
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
与
え
る
か
と
い
う

と
こ
ろ
を
一
つ
念
頭
に
置
い

て
い
た
だ
く
と
い
い
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

●
三
停
論
を
細
か
く
み

る
〈
上
停
〉

上
停
の
部
分
を
三
つ
に
分

け
、
更
に
細
か
く
見
て
い
き

ま
す
。

上
程
に
も
幅
と
高
さ
が
あ

り
、
そ
の
部
分
も
意
味
合
い

が
あ
り
ま
す
。
幅
の
部
分
で

は
、
知
力
・
分
析
力
・
推
理

力
の
広
さ
を
示
し
、
高
さ
の

部
分
で
は
感
情
の
深
さ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
さ

の
部
分
を
更
に
「
知
」
「
意
」

「
情
」
に
三
分
割
し
ま
す
。

逆
三
角
型
の
場
合
は
、

「
知
」
を
表
す
上
停
の
中
の

「
知
」
の
部
分
が
広
く
、

「
情
」
の
部
分
が
狭
い
と
い

う
と
こ
ろ
で
見
る
と
、
頭
の

キ
レ
は
良
い
け
れ
ど
人
に
冷

た
い
。

四
角
型
の
場
合
は
、
「
知
」

と
「
意
」
と
「
情
」
の
部
分

が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
幅
で
あ
る

の
で
、
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
て
現
実
的
。

丸
型
の
場
合
は
、
「
知
」

が
狭
く
、
「
情
」
の
部
分
が

広
い
の
で
、
情
に
流
さ
れ
や

す
く
、
考
え
が
浅
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
は

閃
き
に
頼
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
。

上
停
一
つ
で
も
、
三
つ
に

分
け
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

に
細
か
く
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

最
後
に
、
石
本
先
生
が
非

常
に
訴
え
た
か
っ
た
こ
と
と

し
て
は
、
「
全
て
は
心
が
先

に
あ
っ
て
、
相
は
あ
と
か
ら

つ
い
て
く
る
も
の
。
心
が
変

わ
れ
ば
形
が
変
わ
る
、
人
相

が
変
わ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
ね
。
そ
こ
を
今
日
は
覚

え
て
い
た
だ
い
て
、
話
を
終

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―
─

─

続
い
て
、
昭
和
六
十
二
年

の
石
本
有
孚
先
生
に
よ
る

「
人
相
奥
秘
伝

気
血
色
と

画
相
の
世
界
」
と
い
う
ご
講

義
の
プ
リ
ン
ト
を
使
用
し
、

福
田
先
生
に
ご
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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「
人
相
の
不
思
議
」

福
田
有
宵
先
生

「
人
相
奥
秘
伝

気
血
色
と

画
相
の
世
界
」
の
タ
イ
ト
ル

に
あ
り
ま
す
「
気
血
色
」
と

い
う
の
は
、
気
色
と
い
う
色

と
血
色
と
い
う
色
の
二
種
類

の
こ
と
で
す
。

血
色
と
い
う
の
は
血
液
を

表
し
て
い
ま
す
か
ら
、
大
体

は
赤
の
色
、
そ
れ
か
ら
少
し

ピ
ン
ク
の
色
。
そ
の
他
に
は

え
ん
じ
の
色
。
紫
の
色
も
血

色
と
い
う
種
類
に
入
り
ま
す
。

気
色
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
も
の
か
と
言
い
ま
す
と
、

現
在
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
未

来
に
か
け
て
、
ど
う
い
う
意

味
が
あ
る
か
、
ど
う
い
う
こ

と
が
起
き
る
だ
ろ
う
か
と
い

う
こ
と
で
、
微
細
な
線
が
出

る
ん
で
す
。

顔
の
中
に
、
二
ミ
リ
以
上
、

五
ミ
リ
、
十
ミ
リ
と
い
う
筋

が
見
え
る
。

こ
の
色
が
大
体

飴
色
な
ん
で
す
。
飴
色
と
な

る
と
、
金
色
に
光
っ
て
艶
が

あ
る
。

し
か
し
、
気
色
の
中
に
も

蒙
色
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
曇

り
の
色
も
あ
る
わ
け
な
ん
で

す
。
そ
れ
を
見
て
、
ど
う
い

う
意
味
な
の
か
を
判
断
の
材

料
に
し
ま
す
。

次
に
「
画
相
」
と
あ
り
ま

す
ね
。

こ
れ
は
霊
相
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
。
画
相
に
は
、

こ
う
い
っ
た
も
の
を
含
ん
で

い
る
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

実
例
一

離
婚
の
話
で
相
談
に
来
た

女
性
。
上
停
左
の
と
こ
ろ
に

点
々
と
十
字
紋
が
出
て
い
る
。

石
本
先
生
の
易
占
と
し
て

の
答
え
は
、
「
も
う
少
し
辛

抱
し
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
人
相
か
ら
不
思

議
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

「
一
番
に
目
に
付
く
の
は
十

字
架
の
画
像
で
、
そ
の
一
つ

一
つ
が
薄
赤
い
リ
ン
グ
に
見

え
ま
す
。
そ
れ
が
命
宮
の
方

へ
寝
て
い
る
」

石
本
先
生
に
は
こ
の
画
相

が
普
通
に
見
え
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
十
字
紋
の
説
明
が

色
々
と
書
か
れ
て
い
ま
す
ね
。

こ
の
色
は
信
仰
の
色
で
あ
る
、

と
。
命
宮
は
眉
間
の
と
こ
ろ

で
す
ね
。
そ
こ
は
上
停
中
停

に
か
か
る
場
所
、
要
す
る
に
、

上
停
と
中
停
の
意
味
合
い
を

含
む
と
い
う
の
が
非
常
に
深

い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。

彼
女
の
信
仰
に
つ
い
て
聞

く
と
、
夫
の
母
親
が
成
長
の

家
の
信
者
で
座
談
会
に
一
緒

に
行
っ
た
り
す
る
、
と
。
し

か
し
、
実
家
が
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
自
分
も
幼
い
時
に
洗
礼

を
受
け
て
お
り
、
離
婚
を
機

に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
戻
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
わ
け
で
十
字

架
の
画
相
が
出
た
の
で
す
。

画
相
は
ど
こ
に
出
て
、
ど

こ
に
行
く
か
と
い
う
の
が
大

事
な
ポ
イ
ン
ト
な
ん
で
す
。

こ
の
図
で
い
き
ま
す
と
、

眉
の
中
央
か
ら
上
の
部
位
に

問
題
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
命

宮
に
か
け
て
十
字
紋
が
読
み

取
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
日
角
か
月
角
か

を
み
る
の
で
す
が
、
女
性
の

右
の
方
か
ら
出
て
い
ま
す
か

ら
、
日
角
か
ら
命
宮
に
入
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
こ
れ
は

先
祖
で
あ
り
、
父
親
な
ん
で

す
。
そ
う
い
う
中
か
ら
一
つ

の
原
因
が
生
じ
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
十
字
架
が
段
々
立
っ
て
来

ま
す
。
」

立
つ
と
い
う
表
現
は
ど
う

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
？

顔
の
中
か
ら
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
ん
で
す
。
皆
さ
ん
、

こ
こ
は
急
所
で
す
。

十
字
架
が
だ
ん
だ
ん
立
っ

て
命
宮
に
入
っ
て
い
る
の
は
、

本
人
の
運
命
に
非
常
に
関
わ
っ

て
く
る
ん
で
す
。

「
法
令
の
外
か
ら
観
骨
の
端

を
通
っ
て
辺
地
の
方
へ
上
が
っ

て
い
る
の
は
家
出
の
色
」

こ
れ
が
気
色
な
ん
で
す
。

上
瞼
は
田
宅
と
い
い
、
こ

れ
が
家
庭
を
表
す
部
分
で
あ

る
と
と
も
に
、
法
令
も
我
が

家
の
台
所
な
ん
で
す
。
鼻
の

下
の
食
禄
や
口
の
水
星
も
台

所
を
表
す
、
我
が
家
な
ん
で

す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
出
て
い
る
場
合
は
、
我
が

家
の
問
題
が
気
色
の
中
に
現

れ
る
。

こ
こ
で
は
、
「
法
令
の
外

か
ら
」
と
あ
る
の
で
、
家
出

と
言
っ
て
も
単
な
る
旅
行
程

度
で
済
む
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
脇
（
横
顔
）
に
先
方
の

女
と
思
わ
れ
る
画
相
が
出
て

い
ま
す
が
、

「
田
宅
よ
り
離
れ
て
い
ま
す

し
、
隠
れ
て
い
ま
す
の
で
お

そ
ら
く
世
帯
を
持
つ
よ
う
な

事
は
あ
り
ま
せ
ん
」

画
相
は
、
顔
の
正
面
に
現
れ

た
方
が
今
の
事
実
を
伝
え
て

い
る
ん
で
す
。

横
の
方
に
現
れ
て
い
る
の

は
、
ま
だ
潜
伏
を
し
て
い
た

い
、

待
っ
て
い
た
い
、
隠
れ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
。
そ

う
い
う
も
の
が
横
顔
に
現
れ

る
ん
で
す
。

実
例
二

天
停
に
笠
を
か
ぶ
っ
た
弘

法
大
師
の
行
脚
の
お
姿
の
よ

う
な
画
相
が
出
て
い
る
。

笠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
の
は
、

天
中
、
天
庭
の
と
こ
ろ
な
ん

で
す
。
お
体
の
と
こ
ろ
は
、

司
空
、
中
正
に
な
っ
て
い
ま

す
。
信
仰
心
や
先
祖
の
関
係

が
あ
る
と
い
う
の
が
、
大
体

こ
の
天
中
、
天
庭
に
現
れ
る
。

な
か
な
か
大
き
な
画
相
で
す

が
、
こ
の
図
の
よ
う
に
お
姿

が
現
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ

は
非
常
に
助
け
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
病
気
で
危
な
い
と
い

う
場
合
、
助
け
ら
れ
る
。
命

が
耐
え
ら
れ
る
と
言
え
ま
す
。

司
空
、
中
正
の
説
明
を
し

ま
す
と
、
司
空
と
い
う
の
は

警
察
で
あ
っ
た
り
、
司
法
の

裁
判
所
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
お
で
こ
の
真
ん

中
の
司
空
の
と
こ
ろ
に
赤
い

点
や
線
、
赤
い
模
様
が
出
て

く
る
と
、
警
察
問
題
や
事
件

に
絡
ん
で
い
る
と
か
、
あ
る

い
は
火
災
の
予
告
と
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

印
鑑
の
問
題
も
、
司
空
、

中
正
に
出
る
ん
で
す
。

裁
判
に
勝
つ
場
合
は
、
司

空
、
中
正
に
パ
ッ
と
晴
れ
間

が
出
た
よ
う
な
明
る
い
色
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
は
何
故
か
？

人
相

は
予
知
能
力
が
あ
る
か
ら
な

ん
で
す
。

自
分
の
心
で
色
々

な
こ
と
を
察
す
る
で
し
ょ
？

ど
う
し
た
も
の
か
、
そ
れ
が
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顔
に
出
る
わ
け
な
ん
で
す
。

そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
心
。
石

本
先
生
も
言
わ
れ
た
よ
う
に
、

心
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
出
る

ん
で
す
。
そ
の
通
り
な
ん
で

す
。そ

う
は
出
な
い
場
合
は
ど

う
し
て
か
？

と
い
う
の
が
、

次
の
課
題
に
な
り
ま
す
ね
。

―
―

―
―

―
―

―
─

─

今
日
は
、
金
原
先
生
が
こ

の
石
本
先
生
か
ら
直
接
に
学

問
を
受
け
ら
れ
た
と
い
う
と

こ
ろ
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。

私
は
想
像
す
る
ん
で
す
け
ど

ね
、
石
本
先
生
は
、
こ
う
い

う
風
に
前
に
立
た
れ
て
話
を

し
て
、
自
分
の
思
い
を
語
る

の
に
、
こ
う
歩
い
た
だ
ろ
う

と
思
う
ん
で
す
。

正
面
を
向
い
た
時
は
厳
し

い
言
い
方
を
し
て
、
ち
ょ
っ

と
目
を
伏
せ
た
り
な
ん
か
す

る
時
は
、
感
慨
深
い
お
顔
を

し
て
お
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

―
─

─

金
原
先
生
、
福
田
先
生
の

ご
講
演
は
、
人
相
学
の
勉
強

は
も
と
よ
り
、
石
本
先
生
の

存
在
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
貴
重
な
お
話
で

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
に
関
す
る
賛
助
金

を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
今
回
よ
り
、
能
登
半

島
地
震
災
害
義
援
金
に
ご
協

力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
た

に
つ
い
て
も
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
七
月
一
日
現
在

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◎
能
登
半
島
地
震
災
害

義
援
金
ご
協
力
者

今
中
正
美

今
中
麻
祐
子

―
―

―
―

―
―

─
─

─

◎
有
宵
会
賛
助
金
ご
協

力
者

杉
本
侑
穂

阿
部
治

河
野
有
泉

岩
崎
杏
泉

市
原
敬
子

金
原
玄
周

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
掲

載
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

◎
行
事
・
活
動
報
告

《
鑑
定
会
報
告
》

◆
「
二
〇
二
四

は
ね
か
め
ま
つ
り
」
占
い
コ
ー

ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

七
月
十
四
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時

・
場
所
／
江
東
区

亀
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

亀
戸
占
い
館

五
階

第
一
・
二
研
修
室

・
鑑
定
人
数
九
十
一
名

・
出
演
者

八
名

〈
出
演
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

佐
藤
宗
昡

野
口
宗
恩

慶
峰

佐
々
木
敦
子

濱
口
リ
ラ

長
澤
光
祐

卯
月
亨

今
中
麻
祐
子

〈
寸
評
〉
朝
の
う
ち
小
雨
の

為
か
、
人
の
入
り
が
悪
か
っ

た
が
徐
々
に
回
復
し
て
、
相

談
者
を
待
た
せ
る
事
な
く
丁

度
良
い
状
態
で
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
（
亀
戸
文

化
セ
ン
タ
ー
）
所
長
よ
り
感

謝
の
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。

報
告
：
佐
藤
宗
昡
先
生

《
イ
ベ
ン
ト
報
告
》

◆
検
見
川
神
社

夏
越
大
祓
式

（
大
茅
の
輪
く
ぐ
り
）

・
日
程
／
令
和
六
年

六
月
三
十
日
（
日
）

・
場
所
：
検
見
川
神
社

（
千

葉
市
花
見
川
区
）

＊
参
加
者

四
十
六
名

＊
郵
送
祈
願

十
一
名

〈
会
場
参
加
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
田
有
宵

佐
藤
宗
昡

富
澤
岑
子

小
宮
有
理

岩
崎
杏
泉

慶
峰

阿
部
治

八
川
林
加

近
藤

幹
恵

甲
本
安
紀
子

渋
谷
由
紀
子

山
下
チ
ヅ
子

宮
田
麻
有

安
齋
美
佐

谷
岡
靜
枝

秀
和
仙
宵

宮
﨑
民
子

市
原
敬
子

中

村
信
子

川
又
早
苗

佐
々
木
陽
子

他
、
有
志
の
方
々

今
年
の
夏
越
大
祓
は
、
周

辺
住
民
の
方
や
神
社
様
の
評

判
を
聞
い
た
一
般
の
参
拝
者

で
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

有
宵
会
か
ら
も
有
志
ら
が
集

い
参
加
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

茅
の
輪
く
ぐ
り
か
ら
拝
殿
で

の
特
別
祈
願
に
至
る
ま
で
の

間
は
、
混
雑
の
た
め
相
当
の

時
間
を
要
す
る
状
況
で
し
た

が
、
半
年
間
の
穢
れ
を
祓
う

べ
く
、
各
々
が
じ
っ
く
り
と

お
参
り
を
い
た
し
ま
し
た
。

―
―

―
―

―
―

―
─

─

◎
次
回
行
事
予
定

《
鑑
定
会
情
報
》

◇
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

占
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

八
月
十
八
日
（
日
）

十
時
～
十
二
時

十
三
時
～
十
五
時

・
場
所
／
江
東
区

東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

三
階

第
一
研
修
室

（
都
営
地
下
鉄
新
宿
線

東
大

島
駅

大
島
口
出
口
よ
り
徒
歩

五
分
）

＊
お
問
合
せ
は
、
佐
藤
宗
昡

先
生
ま
で
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

◇
第
三
十
三
回

三
鷹
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

占
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）
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・
日
程
／
令
和
六
年

九
月
二
十
二
日

（
日
・
秋
分
の
日
）

・
場
所
／
井
の
頭
恩
賜
公
園

西
園
競
技
場
、
文
化
交
流
広

場
及
び
野
球
場
周
辺

（
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
・
吉
祥
寺
駅

か
ら
徒
歩
十
五
分

路
線
バ

ス
あ
り
）

＊
ご
出
演
い
た
だ
け
る
先
生

方
を
募
集
中
で
す
。

＊
お
問
合
せ
は
、
佐
藤
宗
昡

先
生
ま
で
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

【
ご
協
力
の
お
願
い
】

近
年
は
、
各
自
治
体
や
イ

ベ
ン
ト
主
催
団
体
か
ら
、
占

い
コ
ー
ナ
ー
（
鑑
定
会
）
の

ご
依
頼
を
多
数
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
禍
を
境
に
、
有
宵
会
の
鑑

定
会
に
ご
出
演
し
て
く
だ
さ

る
先
生
方
が
不
足
し
て
い
る

現
状
が
あ
り
ま
す
。

福
田
有
宵
先
生
や
佐
藤
宗

昡
先
生
は
、
い
ま
だ
現
役
で

各
鑑
定
会
に
ご
出
演
を
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
が
、
有

宵
会
の
社
会
奉
仕
活
動
の
継

続
に
は
、
会
員
皆
様
の
ご
協

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

若
手
の
先
生
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生

方
の
お
力
も
お
借
り
で
き
ま

す
と
幸
い
で
す
。

有
宵
会
の
活
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
方
は
、
福
田

有
宵
先
生
、
佐
藤
宗
昡
先
生

ま
た
は
、
有
宵
会
事
務
局

八
川
ま
で
ご
連
絡
く
さ
い
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─
◆
次
回

有
宵
会
例
会
の

お
知
ら
せ
◆

日
程
／
令
和
六
年

九
月
二
十
八
日
（
土
）

十
三
時
～
十
七
時

会
場
／

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

プ
ル
ミ
エ
第
二
洋
室

（
千
代
田
線

綾
瀬
駅

西
口

徒
歩
三
分
）

・
第
一
部
／

「
人
相
の
基
礎
：
三
停
論

（
３
）
」

講
師
：
金
原
玄
周
先
生

・
第
二
部
／

福
田
有
宵
先
生
ご
講
演

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
各
種
の
更
新
情

報
は
、
有
宵
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
定
期
的
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

■
【
要
必
読
】
会
員
更

新
手
続
き
に
つ
い
て

◆
年
会
費
／
八
千
円

◆
会
費
納
入
期
限
／

令
和
六
年
十
月
末
日
迄

＊
引
き
続
き
有
宵
会
の
会
員

と
し
て
ご
継
続
を
い
た
だ
け

る
か
た
は
、
七
月
の
総
会
以

降
、
十
月
末
日
ま
で
に
、
年

会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

■
登
録
内
容
に
ご
変
更

が
あ
る
方
へ
】

有
宵
会
に
登
録
し
て
い
る

ご
氏
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
占

名
（
新
規
設
定
を
含
む
）
・

ご
住
所
・
電
話
番
号
（
携
帯

電
話
番
号
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
を
含
む
）
に
ご
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、

「
登
録
内
容
変
更
申
請
書
」

に
変
更
理
由
を
ご
記
入
の
う

え
、
必
ず
ご
本
人
か
ら
有
宵

会
事
務
局
宛
て
に
届
け
出
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
登
録
情
報
の
変
更
は
、
基

本
的
に
ご
本
人
か
ら
の
申
請

で
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
者
か
ら
の
ご
依
頼
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
た

め
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
メ
ー
ル
や
電
話
の

み
の
ご
連
絡
も
同
様
の
理
由

か
ら
お
受
け
し
て
お
り
ま
せ

ん
。特

別
な
ご
事
情
が
あ
る
か

た
は
、
個
々
に
ご
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
事

務
局

八
川
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

＊
総
会
お
よ
び
例
会
に
ご
欠

席
さ
れ
た
か
た
で
ご
変
更
項

目
が
あ
る
か
た
は
、
事
務
局

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

「
変
更
申
請
書
」
を
別
途
、

後
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

【
七
月
の
総
会
に
ご
欠

席
さ
れ
た
か
た
へ
】

令
和
六
年
六
月
末
時
点
で

退
会
の
ご
連
絡
が
な
い
か
た

に
は
、
七
月
の
総
会
後
、
会

報
誌
等
の
他
、
年
会
費
の
お

振
込
み
先
口
座
と
事
務
局
の

連
絡
先
を
記
載
し
た
ビ
ラ
を

同
封
し
て
お
り
ま
す
。

必
ず
ご
確
認
を
頂
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
会
員
更
新
は
自
由
判
断
と

な
り
ま
す
が
、
退
会
を
ご
予

定
さ
れ
る
か
た
は
、
予
め
福

田
有
宵
理
事
長
に
は
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
事
務
処
理
の
関
係
で
、
十

月
末
迄
に
会
費
の
納
入
が
な

く
、
ご
継
続
の
ご
意
思
や
何

ら
か
の
ご
連
絡
も
確
認
で
き

な
い
場
合
は
、
会
報
誌
等
の

送
付
を
お
止
め
い
た
し
ま
す
。

＊
退
会
後
に
つ
い
て

退
会
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

岳
易
館
・
有
宵
会
の
肩
書
を

使
用
し
た
諸
活
動
を
ご
遠
慮

い
た
だ
き
ま
す
（
福
田
有
宵

先
生
の
特
別
な
ご
許
可
が
あ

る
場
合
を
除
く
）
。

＊
新
規
・
再
入
会
を
ご
希
望

の
か
た
は
、
随
時
、
歓
迎
い

た
し
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

■
令
和
六
年
五
月
例
会

参
加
者

五
月
度
は
、
四
十
三
名
の

か
た
が
ご
参
加
を
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
五
月
の
例
会
後
は
、

懇
親
会
の
予
定
を
し
て
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
有
志
二

十
名
か
ら
の
熱
心
な
ご
要
望

が
あ
り
、
急
遽
、
久
保
田
恵

都
予
先
生
が
会
場
手
配
に
ご

尽
力
を
し
て
く
だ
さ
り
、
懇

親
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
例
会
と
は
違
っ

た
会
員
同
士
の
交
流
の
場
と

し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

■
例
会
お
よ
び
会
報
誌
で

使
用
す
る
講
演
者
写
真
及

び
、
資
料
に
つ
い
て

有
宵
会
の
会
報
誌
で
掲
載

す
る
講
演
者
の
写
真
は
、
予

め
ご
本
人
に
ご
許
可
を
い
た

だ
い
て
か
ら
掲
載
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
五
月
の

例
会
で
福
田
有
宵
先
生
に
よ

る
ご
講
演
の
「
人
相
の
不
思

議
」
の
中
で
解
説
い
た
だ
い

た
図
版
は
、
理
論
の
解
説
お

よ
び
、
例
会
議
事
録
（
会
報

誌
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
を
含
む
）
な

ど
の
二
次
利
用
に
つ
い
て
、

予
め
著
作
者
か
ら
ご
承
諾
を

い
た
だ
い
て
い
た
も
の
と
な

り
ま
す
。

事
務
局
長

八
川
林
加
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